『棠陰比事』の日本における受容と影響 by unknown
博
士
論
文 
『
棠
陰
比
事
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
影
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周 
瑛 
【
要
旨
】 
 
 
『
棠
陰
比
事
』
は
中
国
南
宋
の
桂
万
栄
が
嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）
に
裁
判
の
役
人
の
治
獄
の
た
め
に
編
集
し
た
判
例
集
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
朝
鮮
よ
り
日
本
に
伝
来
し
、
儒
学
者
で
あ
る
林
羅
山
を
初
め
と
し
て
、
書
写
さ
れ
た
り
注
釈
を
加
え
ら
れ
た
り
し
て
、
為
政
者
や
知
識
層
乃
至
庶
民
の
間
で
大
い
に
反
響
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
伝
播
の
拡
大
は
日
本
の
近
世
文
学
に
新
風
を
吹
き
込
み
、
重
要
な
影
響
を
与
え
た
。
即
ち
、
そ
の
書
名
に
お
け
る
「
比
事
」
に
因
ん
で
日
本
で
「
比
事
物
」
、
つ
ま
り
裁
判
作
品
の
創
作
が
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
刊
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
刊
『
鎌
倉
比
事
』
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
刊
『
日
本
桃
陰
比
事
』
（
上
記
改
題
改
竄
本
、
同
年
刊
『
本
朝
藤
陰
比
事
』
）
な
ど
が
あ
る
（
以
下
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
を
『
桜
陰
比
事
』
、
『
日
本
桃
陰
比
事
』
を
『
桃
陰
比
事
』
、
『
本
朝
藤
陰
比
事
』
を
『
藤
陰
比
事
』
と
記
す
）
。
『
棠
陰
比
事
』
は
一
体
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
「
比
事
物
」
ま
た
他
の
裁
判
関
係
の
作
品
に
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
棠
陰
比
事
』
の
影
響
が
見
え
る
『
板
倉
政
要
』
と
『
桜
陰
比
事
』
は
日
本
で
生
ま
れ
た
比
事
物
と
し
て
、
そ
れ
以
後
誕
生
し
た
「
比
事
物
」
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
 
『
棠
陰
比
事
』
の
日
本
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
る
と
き
、
漠
然
と
原
典
の
『
棠
陰
比
事
』
、
ま
た
は
『
棠
陰
比
事
物
語
』
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
滝
田
貞
治
氏
は
『
桜
陰
比
事
』
「
御
耳
に
立
は
同
じ
言
葉
」
に
挿
入
さ
れ
た
系
図
の
書
法
は
『
棠
陰
比
事
』
で
な
く
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
「
傅
隆
議
絶
」
の
「
語
調
」
と
似
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
『
棠
陰
比
事
』
の
注
釈
書
に
着
目
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
外
に
関
し
て
は
、
特
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
を
は
じ
め
、
注
釈
書
の
『
棠
陰
比
事
加
鈔
』
や
和
訳
本
『
棠
陰
比
事
物
語
』
を
も
考
察
の
対
象
と
し
な
が
ら
、
『
棠
陰
比
事
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
影
響
の
あ
り
方
を
考
証
す
る
。 
 
第
一
章
、
「
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
と
『
棠
陰
比
事
』
の
表
現
の
一
考
察
」
で
は
、
『
棠
陰
比
事
』
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
、
『
棠
陰
比
事
加
鈔
』
、
『
棠
陰
比
事
物
語
』
と
井
原
西
鶴
が
著
し
た
浮
世
草
子
『
桜
陰
比
事
』
と
を
文
章
表
現
か
ら
比
較
し
、
先
行
研
究
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
の
関
連
性
の
更
な
る
究
明
を
試
み
た
。
『
桜
陰
比
事
』
「
小
指
は
高
ぐ
ゝ
り
の
覚
」
、
「
仏
の
夢
は
五
十
日
」
、
「
御
耳
に
立
は
同
じ
言
葉
」
、
「
四
つ
五
器
重
て
の
御
意
」
、
「
曇
は
晴
る
影
法
師
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
棠
陰
比
事
』｢
趙
和
贖
産｣
、｢
程
簿
舊
銭｣
、
「
傅
隆
議
絶
」
、
「
符
盗
並
走
」
、
「
丙
吉
験
子
」
と
、
着
想
や
設
定
に
お
い
て
類
似
点
を
持
っ
て
お
り
、
更
に
細
か
い
表
現
の
設
定
ま
で
も
が
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
五
組
の
中
で
、
『
桜
陰
比
事
』
は
『
棠
陰
比
事
物
語
』
や
『
棠
陰
比
事
加
鈔
』
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
要
素
が
見
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
と
は
全
て
に
共
通
点
を
有
す
る
。
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
が
『
桜
陰
比
事
』
に
お
け
る
『
棠
陰
比
事
』
の
受
容
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
書
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。 
 
第
二
章
、
「
『
板
倉
政
要
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
―
『
棠
陰
比
事
』
と
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
と
に
関
連
し
て
」
で
は
、
十
七
世
紀
前
半
京
都
市
政
を
司
っ
た
京
都
所
司
代
板
倉
殿
の
裁
判
話
を
集
め
た
『
板
倉
政
要
』
が
如
何
に
『
棠
陰
比
事
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
『
桜
陰
比
事
』
と
の
関
わ
り
も
検
討
す
る
。
『
板
倉
政
要
』｢
京
六
波
羅
ニ
テ
夜
盗
町
人
ヲ
殺
害
シ
財
宝
ヲ
取
ル
事｣
、｢
賀
茂
ノ
禰
宜
養
父
養
子
出
入
之
事｣
、｢
五
器
盗
人
之
事｣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
棠
陰
比
事
』｢
蒋
常
覘
嫗｣
、｢
李
傑
買
棺｣
、
｢
趙
和
贖
産｣
、｢
符
盗
並
走｣
及
び
按
語
の
部
分
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
『
板
倉
政
要
』
の
『
棠
陰
比
事
』
か
ら
影
響
は
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
相
が
一
層
明
瞭
と
な
っ
た
。
ま
た
、
『
桜
陰
比
事
』
は
直
接
に
『
棠
陰
比
事
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
以
外
に
、
『
板
倉
政
要
』
を
媒
介
と
し
、
『
棠
陰
比
事
』
の
一
部
の
要
素
を
吸
収
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
更
に
、
『
板
倉
政
要
』｢
買
売
物
出
入
之
事｣
は
『
棠
陰
比
事
諺
解
』｢
趙
和
贖
産｣
の
一
例
と
一
致
し
て
お
り
、
『
棠
陰
比
事
』
受
容
に
お
け
る
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
の
重
要
性
が
改
め
て
示
唆
さ
れ
る
。 
 
第
三
章
、
「
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
の
特
質
に
つ
い
て
」
で
は
、
第
一
章
と
第
二
章
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
の
特
質
を
考
察
す
る
。
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
羅
山
が
紀
伊
藩
主
徳
川
頼
宣
の
依
頼
を
受
け
著
し
た
書
で
あ
る
。
頼
宣
の
法
律
へ
の
関
心
は
、
家
康
か
ら
の
影
響
、
藩
政
統
治
上
に
お
け
る
必
要
な
ど
が
合
わ
さ
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
が
、
『
棠
陰
比
事
』
の
注
釈
を
羅
山
に
依
頼
し
た
こ
と
は
、
紀
伊
の
法
律
学
研
究
に
基
盤
を
築
い
た
業
績
の
一
つ
と
考
え
て
良
い
。
羅
山
は
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
に
お
い
て
、
文
献
を
博
捜
し
、
法
律
用
語
に
は
説
明
を
加
え
、
同
一
事
件
に
対
す
る
異
な
る
記
述
や
類
似
す
る
日
本
の
事
件
を
紹
介
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
様
々
な
状
況
に
対
応
す
る
、
現
実
的
な
裁
判
の
あ
り
方
を
為
政
者
に
提
供
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
即
ち
、
そ
こ
に
は
的
確
・
適
切
・
平
易
な
注
釈
態
度
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
『
棠
陰
比
事
』
の
堅
い
内
容
を
噛
み
砕
き
、
文
芸
世
界
へ
と
普
及
し
う
る
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
質
が
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
の
文
芸
書
へ
の
影
響
の
背
景
と
し
て
指
摘
で
き
る
。 
 
第
四
章
、
「
『
板
倉
政
要
』
の
影
響
―
―
『
鎌
倉
比
事
』
と
『
本
朝
藤
陰
比
事
』
を
中
心
に
」
で
は
、
『
板
倉
政
要
』
が
『
藤
陰
比
事
』
と
『
鎌
倉
比
事
』
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
『
藤
陰
比
事
』｢
女
の
不
貞
は
世
界
の
払
ひ
物｣
と
『
板
倉
政
要
』｢
入
婿
出
入
之
事｣
は
テ
ー
マ
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
『
藤
陰
比
事
』｢
非
に
似
た
る
理
を
云
立
の
浪
人｣
と
『
板
倉
政
要
』｢
京
ノ
商
民
巾
着
ヲ
切
ル
ヽ
事｣
で
は
、
裁
判
官
が
被
害
者
に
更
な
る
不
利
益
を
被
ら
せ
る
と
い
う
態
度
が
同
じ
で
あ
り
、
『
本
朝
藤
陰
比
事
』｢
大
赦
に
漏
る
自
業
の
訴
訟｣
と
『
板
倉
政
要
』｢
五
器
盗
人
之
事｣
は
プ
ロ
ッ
ト
と
表
現
の
一
部
が
一
致
し
て
い
る
。
『
鎌
倉
比
事
』｢
石
に
根
次
分
別
の
重
さ｣
、｢
方
角
指
北
の
針｣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
板
倉
政
要
』｢
寝
首
搔
士
之
事｣
、｢
瓢
箪
三
子
ニ
譲
事｣
の
発
想
を
逆
転
さ
せ
て
話
を
構
成
さ
せ
て
お
り
、
更
に
、
『
藤
陰
比
事
』
で
は
素
直
に
『
板
倉
政
要
』
の
要
素
を
利
用
す
る
の
に
対
し
、
『
鎌
倉
比
事
』
で
は
板
倉
裁
判
に
お
け
る
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
に
着
目
し
た
反
転
の
手
法
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
相
違
は
、
『
藤
陰
比
事
』
が
裁
判
小
説
と
し
て
シ
ン
プ
ル
な
形
で
の
庶
民
の
教
訓
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
鎌
倉
比
事
』
は
裁
判
小
説
の
枠
を
超
え
、
曲
折
に
富
む
プ
ロ
ッ
ト
で
読
者
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る
性
格
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。 
 
第
五
章
、
「
『
昼
夜
用
心
記
』
に
お
け
る
因
果
に
つ
い
て
」
で
は
、
北
条
団
水
が
宝
永
四
年
に
著
し
た
詐
欺
談
『
昼
夜
用
心
記
』
に
お
け
る
事
件
の
展
開
の
特
色
に
つ
い
て
、
論
述
形
式
と
し
て
の
「
因
果
」
に
着
目
し
て
検
討
し
た
。
『
棠
陰
比
事
』
が
起
こ
し
た
『
桜
陰
比
事
』
な
ど
の
裁
判
物
ブ
ー
ム
の
中
に
お
い
て
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
「
比
事
」
を
除
い
た
『
昼
夜
用
心
記
』
は
、
内
容
に
お
い
て
事
件
の
み
を
著
し
、
裁
決
が
施
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
桜
陰
比
事
』
の
類
話
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
『
昼
夜
用
心
記
』
の
詐
欺
に
参
与
す
る
事
物
や
人
物
の
由
来
、
つ
ま
り
結
果
を
導
く
「
因
」
に
つ
い
て
、
読
者
が
納
得
で
き
る
よ
う
に
説
明
的
に
語
ら
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
論
述
形
式
の
因
果
関
係
の
明
確
さ
に
、
テ
ー
マ
と
し
て
の
因
果
応
報
の
仏
教
精
神
を
も
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
も
看
取
で
き
た
。
説
明
的
な
「
因
果
関
係
」
に
よ
っ
て
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
は
単
純
で
起
伏
に
乏
し
い
も
の
に
な
る
が
、
読
者
に
教
訓
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
ろ
う
。 
 
 
本
稿
の
検
討
を
通
じ
て
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
は
、
日
本
に
お
け
る
『
棠
陰
比
事
』
の
受
容
過
程
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
意
義
を
持
っ
た
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
従
来
『
棠
陰
比
事
』
の
影
響
に
関
す
る
研
究
で
は
、
漠
然
と
原
典
の
『
棠
陰
比
事
』
や
、
そ
の
和
訳
本
の
『
棠
陰
比
事
物
語
』
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
は
為
政
者
に
提
供
す
る
法
律
書
と
し
て
の
性
格
と
と
も
に
、
的
確
・
適
切
・
平
易
な
注
釈
態
度
が
、
文
芸
の
世
界
へ
の
橋
渡
し
と
な
っ
た
可
能
性
が
窺
え
た
。
し
か
し
、
『
棠
陰
比
事
諺
解
』
が
流
通
し
た
ル
ー
ト
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
解
明
で
き
て
い
な
い
。
林
家
、
紀
伊
藩
、
板
倉
家
及
び
そ
の
三
者
に
関
わ
る
政
治
圏
・
文
化
圏
、
ま
た
当
時
の
書
肆
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
。 
 
